
 

平成２５・２６年度 佐賀県教育センタープロジェクト研究 小・中学校校内研究の在り方研究委員会 

 

 

  

 

 

Ｂ小学校は、これまで算数科についての研究授業やその後の授業研究会を中心に校内研究を進めてきま

したが、協議内容が授業の視点以外に広がることもありました。そこで、今年度は、視点に沿った協議に

するために、授業展開に従い、教師の働き掛けや児童の活動の様子についてきめ細かい分析を行いまし

た。このような手立てにより、授業研究会の協議内容を焦点化することを目指しました。 

 

 

    
            

校内研究に関する意識調査の第１回を実践前の７月に、第２回を実践後の 10 月に行いました。 

第 1回意識調査の中の質問項目Ⅰ－２－⑤「成果や課題など協議した内容の共通理解が図られています

か。」ということについて、「そう思う」と答えた教師は 40.0％、「どちらかといえばそう思う」と答えた

教師は 56.7％、「どちらかといえばそう思わない」と答えた教師は 3.3％でした。共通理解が図られてい

ると肯定している教師が 96.7％であったものの、「どちらかといえばそう思う」と回答した割合が半数以

上を占めていることを課題として捉えました。 

月 各段階の取組 

４月 
 

〇研究主題と内容及び年間計画の確認 

・校内研究の主題を確認するとともに、内容について共通理解を図る。 

・校内研究会を 14 回予定し、そのうちの６回は研究授業及び授業研究会を実施す

る。その際、講師招聘を５回行う。 

５月 

↓ 

11 月 

 

〇研究授業及び授業研究会に向けた取組(ｐ) 

 ・協議の場におけるワークショップ型の選定を行い、授業研究会の進め方について説

明資料を準備する。 

〇研究授業(ｄ) 

・第１回研究授業において、本校における「課題解決型学習」の授業の流れを全体で

共通理解するために研究推進委員が提案授業を実施する。 

・２回目以降は、授業の視点に基づいた研究授業を実施する。 

〇授業研究会(ｃ) 

・授業の視点に基づいた協議を、ワークショップ型で行う。 

・教師の意見を基に、協議方法の改善や研究会後の日々の教育実践を行うための事後

アンケートを行う。 

〇日々の教育実践(ａ) 

 ・協議した内容を基に、実践計画に沿った実践を行う。 

 

12 月 

↓ 

２月 

 
〇今年度の校内研究の取組の振り返りと改善点についての協議 

〇まとめの作成 

３月  〇次年度に向けた校内研究推進計画の作成 

２ 研究の実際 

（４）校内研究の推進・充実のための方策の実施 

校内研究の年間計画 

意識調査 

実践② 視点に沿って協議内容を焦点化することを目指した授業研究会〔Ｂ小学校における実践〕 

 

※ｐｄｃａを繰り返す。 



 

 

 

第 1回意識調査で挙がった課題を解決するために、以下のワークショップ型を選定しました。 

○指導案拡大法  

協議内容が焦点化するように、授業の気付きを記入した付箋を拡大指導案に貼って確認しながら低学年

担当、中学年担当、高学年担当の３グループで協議しました。拡大指導案は各グループに１枚ずつ準備し

ました。 

 

 

〇研究主題を基に、授業の視点を３つ提示しました。その３つの視点に沿って研究授業と授業研究会を行

うことで、協議内容の焦点化を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

「本研究で提案する事前の取組例」に沿って行いました。 

 

～ 第３回全校授業研究会の取組  
 

活動 分 活動の具体 

１ 開会 

２ 授業研究会の進行確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 授業者の自評・学年より                                     

 

 

４ 指導案拡大法によるグル

ープ協議 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業研究会の進行について確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループ協議を始める前に留意点について確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢本研究で提案する事前の取組例｣はこちら 

授業の視点 

① 既習の学習と学びをつなぐ「活用」について 

② 友達と学びをつなぐ「言語化」について 

③ 学習意欲と活用力をつける手立てについて 

活用したワークショップ型とそのねらい 

実践に当たって工夫した点 

事前の取組 

授業研究会の実際 

 

① 研究授業を振り返りながら、授業の視点に沿って話し合う。 

② 意見を自主的に発言する。 

 

グループ協議の留意点 

授業研究会の進行の確認 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          (30 分) 

 

・低学年担当(10 人)、中学年担当(11 人)、高学年担当(12 人)の３グループ

に分かれた。 

・授業参観時に記入した４色の付箋を、拡大指導案の授業の視点ごとに貼り

ながら、手立ての有効性について協議した。 

（ピンク：良い点、黄：改善点、青：疑問点、緑：その他） 

 

 

        

        

  

グループ協議の様子 

グループ協議 

付箋の記入の様子 

 ファシリテーターの役割 

実践のポイント 

どのような趣旨で意見を述べている

か視覚的に把握するために、使う付

箋を４色に分けます。 

実践のポイント 

ファシリテーターの先生は、意見が

出やすい雰囲気をつくったり、話合

いをまとめたりします。 

実践のポイント 

低・中・高学年のグループ編成をす

ると、児童の発達段階や単元の系統

性などを踏まえて話し合うことがで

きます。 

「授業の気付きを記入した付箋を拡大

指導案に貼って協議すると、授業の流

れに沿って話し合うことができ、協議

内容が焦点化されるね。」 

 

グループ協議の様子 



 

  

 

５ 全体協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 指導助言 

 

 

 

 

 

 

 

７ 事後アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 閉会 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業研究会の改善を図るために、授業研究会の進め方についてのアンケートを

記入した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         (10 分)  

 

・授業の視点について協議した内容を、各グループ 

より全体に報告した。その際、それぞれの拡大指 

導案（４色の付箋が貼られたもの）を用いながら 

説明した。（１グループ３分以内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体協議 

拡大指導案を用いて 

の全体発表 

         (30 分) 

 

・講師が、全体会で出された各グループからの疑問に答えたり、今回の授業に

対しての指導助言を行ったりした。 

指導助言 

記入された事後アンケート 



 

実践計画を記入したシート 

 

 

 

研究会終了後、研究会の協議を踏まえ、今

後の実践計画を立てました。Ｂ小学校が定め

た学習過程に沿って計画を立てています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践後の第２回意識調査の結果は、以下のようになりました。  

Ⅰ－２－⑤「成果や課題など協議した内容の共通理解が図られていますか」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－２－⑤「成果や課題など協議した内容の共通理解が図られていますか」において、「そう思う」「ど

ちらかと言えばそう思う」と回答した教師の割合は、第１回 96.7％、第２回 100.0％となり、肯定的な回

答が 100％となりました。特に、「そう思う」と回答した教師の割合は、26.7 ポイント増加しました。協

議した内容の共通理解が図られたことに関連する記述内容は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

以上の結果から、共通理解を図るために視点をもって研究授業を参観し、拡大指導案で振り返りながら

視点に基づいた協議をすることで、協議内容が焦点化されたと考えます。今後は、グループで話し合った

内容について全体で協議する時間を十分に確保することで、更に協議内容が深まると考えます。 

実践を終えて 

ｎ＝30 人 

事後の取組 

66.7%

40.0%

33.3%

56.7% 3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第２回

第１回

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない

・拡大した指導案に色分けした付箋を貼る方法は、授業の流れに沿って協議

ができ、付箋によって視点ごとの発言内容が視覚化されてよい。 


